



























































































































































































































































































①説経一般については、岩崎武夫著 『さんせう太夫考 中世の説経語り』（平凡社、 一九七三）、室木








店、 一九八一、所収）、室木弥太郎著 『語り物の研究j（風間書房、 一九七0）、高田衛「鬼鹿毛と
その騎士J（『日本文学』二一一三、五、九、 一九七二）、「亙女論一照手姫について 」（『日本文学』





経 『をぐりJと墨俣正八幡」（『芸文東海』四、 一九八四）、「説経 『をぐり』と青墓」（『芸文東海J



















⑮遊行寺については、橘俊道著『遊行寺 中世の時宗総本山J（名著出版、 一九七八）や 『藤沢市史
通史編四』（藤沢市役所、 一九七二）『藤沢市史 通史編五J（藤沢市役所、一九七四）が参考にな
る。

























＠前掲 f藤沢市史通史編四J（前注⑮〉 八四七 ・八四八頁。
＠拙稿「説経節 『さんせう太夫jと勧進興行J（前掲拙著 f勧進と破戒の中世史』（前注⑭〉 所収）参
日召。
＊討議要旨
相田満氏は、 『鎌倉大草紙jの話は突出して説話的であるという印象がある、従来の説と今回の発
表との接合点を知りたい、と尋ね、発表者は、従来考えられてこなかった、元話成立の契機を考えよ
うというのが発表の意図である、従来の説では室木説に近い、と答え、さらに相田氏は、当時の関東
の複雑な政治状況との関わりはどうか、と尋ね、遊行寺のアジール性を示すこのような出来事が実際
にあり、それが勧進に利用されていったのだろう、と答えた。
中野猛氏は、なぜ真壁での話が取り込まれたのか、助重は最後立ち寄ったというより逃げ込んだの
ではないか、そういったことを考えると、小栗一族も形成に関わっているのではないか、と指摘した。
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